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『大都市の言語生活

国
立
国
語
研
究
所の
年
報部
は 、
昭
和
四
十
九
年
度に
お
け
る
同
研
究
所の

研
究
お
よ
び
事
業の
経
過
に
つ
い
て
述べ
た
も
の
で
あ
る
が 、
文
部
省
科
学
研

究
費
補
助
金
の
交
付
を
受
けて
行っ
た
研
究の一
つ
と
し
て 、
次の
よ
う
なと

と
が
記
し
て
あ
る 。

総
合
研
究
(A)
大
都
市に
お
け
る
言
語
生
活の
実
態
調
査
(
代
表

野
元
菊
雄):::
大
都
市
住
民
の
言
語
生
活の
実
態
を
知
る
た
め
に 、
今

年
度
は
東
京
お
よ
び
大
阪
に
お
い
て 、
一
般
市
民
を
サン
プ
リン
グ
に
よ

り 、
東
京で一
O
O
O
人 、
大
阪
で
五
O
O
人
調
査
し
た 。
調
査
内
容

は 、
社
会
生
活
や
言
語
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

方
式
に
よ
る
自
記

式
回
答
と 、
面
接
調
査
に
よ
る
言
語
の
い
ろ
い
ろ
な
面の
聞
き
と
り
で
あ

る 。
結
果
は
今
集
計
中
で
あ
る 。
(
同
番
五
頁 、
な
お 、
年
報
も
本
報
告

書
も
原
文
は
横
書
き)

昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
八
日
に
国
立
国
語
研
究
所の
研
究
発
表
会
が
開
催

分析編』『大都市の言語生活評〕〔書

宇

野

方

義

さ
れ
た
が 、
そ
の
中に 、
南
不二
男
氏
の
「
大
都
市の
言
語
生
活」
が
入っ
て

い
る 。
そ
乙
で
の
発
表
は 、
右
の
総
合
研
究の
結
果の一
部
分
で
あっ
た 。
乙

乙
で
取
り
上
げ
る
こ
冊の
書
物の
奥
付に
は 、
同
年の
三
月二
十五
日
の
発
行

と
なっ
て
い
る
が 、
研
究
発
表
会の
席
で
は 、
ま
だ
現
物
を
見る
乙
と
は
で
き

な
かっ
た 。
し
た
がっ
て 、
ζ
の
研
究の
結
果
を
外
部の
者
が
知っ
た
の
は 、

乙
の
発
表
会
が
最
初
で
あっ
た 。
部
分
的
な
もの
と
は
い
え 、
そ
の
発
表
は
ま

乙
と
に
興
味
深い
もの
で
あっ
た
が 、
全
体
が二
冊に
ま
と
め
ら
れ
て
刊
行
さ

れ
たこ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
る 。
な
お 、
同
研
究
所の
年
報犯
に 、

昭
和
五
十五
年
度
刊
行
物の一
つ
と
し
て 、
本
書
が
取
り
上
げ
ら
れ 、
二
頁に

わ
たっ
て 、
そ
の
概
要が
述べ
て
あ
る
乙
と
を
付
け
加
え
て
お
く 。

乙
乙
で 、
本
書の
構
成
を 、
目
次に
よっ
て
見ると
と
と
し
た
い 。

第一
章
調
査の
概
要

咽樋啄
一 、
一 、
目
的
と
意
義
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一 、
二 、
調
査
の
方
法

一 、
三 、
調
査
実
施の
分
析

一 、
四 、
被
調
査
者の
属
性

第二
章
社
会
構
造
と
言
語
生
活

二 、
一 、
大
都
市の
性
格

二 、
二 、
東
京
人
意
識・
大
阪
人
意
識

第三
章
言
語
使
用
と
そ
の
意
識

三 、
一 、
言
語
意
識

三 、
二 、
乙
と
ば
の
イ
メ
ー
ジ

三 、
三 、
一
日
の
言
語
生
活

第
四
章
ア
クセ
ン
ト

の
実
態

四 、
一 、
東
京の
ア
クセ
ン
ト

四 、
二 、
大
阪
の
ア
クセ
ン
ト

四 、
三 、
東
京・
大
阪
を
比
較
し
て

第
五
章
語
業・
文
法の
実
態

五 、
一 、
「
あ
さっ
て
の
翌
日」
と
「
あ
さっ
て
の
翌々
日」

五 、
二 、
可
能
表
現
を
め
ぐっ
て

五 、
三 、
副
詞 、
及
び
方
言
的
な
言い
方

五 、
四 、
サ
変
動
詞
を
め
ぐっ
て

第
六
章
敬
語
使
用の
実
態

六 、
一 、
人
称
代
名
詞の
使
い
分
け

六 、
二 、
敬
語
の
使
い
方

六 、
三 、
あ
い
さ
つ
行
動

第
七
章
相
関
分
析

七 、
一 、
乙
と
ば
の
イ
メ
ー
ジ
のパ
タ
ーン

分
類

七 、
二 、
言
語
行
動の
類
型
化

七 、
三 、
ア
クセ
ン
ト

の
型の
形
成
要
因

第
八
章
調
査
結
果の
あ
ら
ま
し

英
文概
要

索
引

右
は
分
析
編の
分
で
あ
る 。
資
料
編の
大
部
分
は
集
計
結
果
表
で
あ
る
が 、

そ
の
「
主
な
内
容」
は 、
左の
よ
うに
なっ
て
い
る 。

第一
部
フェ
イス
シ
l
ト

項目
お
よ
び乙
れ
に
準
ず
る
項目

*
性 、
年
齢 、
学
歴
な
ど
の
基
本
属
性

*
両
親 、
配
偶
者
な
ど
の
出
身
地

*
住
居
形
態 、
階
層
お
よ
び
調
査
情
報

第二
部
面
接
調
査
項目

*
敬
語 、
人
称
代
名
詞

*
サ
変
動
詞 、
副
詞 、
可
能
動
詞

*
東
京
方
言・
大
阪
方
言
語
紫

*乙
と
ばの
イ
メ
ー

ジ

*
支
持
政
党
そ
の
他

第三
部
言
語
生
活
調
査
項
目

*
話
す・
聞
く・

読
む・
書
く

行
動

*
あ
い
さつ
行
動

*
言
語
意
識 、
乙
と
ば
の
男
女
差

*
父
母の
呼
び
方

*
大
都
市の
長
所・
短
所
そ
の
他

第
四
部
ア
クセ
ン
ト

項目

*二
拍
語
類
別
語
実
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資料編』

*
東
京・
大
阪
で
ゆ
れ
の
あ
る
ア
クセ
ン
ト

第五
部
移
住
者
対
象
項
目

*
東
京
人
意
識・
大
阪
人
意
識

*
移
住の
理
由 、
ふ
る
さ
と
と
の
つ
な
が
り

ζ
れ
に
よっ
て
も
分
か
る
よ
う
に 、
資
料
編の
方
は
調
査
項
目の
性
格に
即

し
た
ま
と
め
方に
なっ
て
い
る
が 、
分
析
編の
方
は一
般の
調
査
研
究の
報
告

書の
構
成の
型
を
と
り
な
が
ら
も
調
査
者の
主
た
る
関
心
が
反
映
し
た
ま
と
め

方に
なっ
て
い
る 。

そ
れ
に
つ
い
て 、
一
言
触
れ
て
お
く
と 、
資
料
編の
中に
は
留
置
調
査
に
よ

る
も
の
と 、
面
接
調
査に
よ
る
もの
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
第

三
部
が
前
者
で 、
そ
の
他
は
後
者
で
あ
る 。
第一
部
は
被
調
査
者の
属
性に
関

す
る
も
の 、
第
五
部
は
大
都
市に
顕
著
な
移
住
者に
対
す
る
もの
で
あ
り 、
第

二
部
と
第
四
部
と
が
言
語
の
構
造
面
に
関
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
が 、

特に
テ
1

プ
に
収
録
し
た
と
い
う
点
で
第
四
部
が
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る 。

『大都市の言語生活分析編』『大都市の言語生活

分
析
編の
中に
は
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
「:::
の
実
態」
と
い
う
題
の

付
い
て
い
る
も
の
が
あ
る 。
乙
れ
は 、
資
料
編の
第
四
部
と
第二
部
と
に 、
ほ

ぽ
対
応
し 、
国
語
学の
概
論
な
ど
で
扱
わ
れ
る
「
音
韻・
語
裳・
文
法・
敬

語」
な
ど
の
項
目
に
関
係
す
る
部
分
で
あ
る 。
第
三
章
と
第二
章
と
は
資
料
編

の
第
三
部
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る 。
第
七
章
は
第二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
分

析
を
さ
ら
に
深
め
る
も
の
で
あ
る 。

評〕〔書

分
析
編の
三
六
八
頁
は
奥
付
の
裏
に
当っ
て
い
る
が 、
そ乙
に
〈
国
立
国
語

研
究
所
の
「
社
会
言
語
学
研
究」
報
告
概
要〉
と
し
て 、
次の
文
献
が
掲
げ
て

あ
る 。八

丈
島の
言
語
調
査
(
報
告一 、
一
九五
O
年)

言
語
生
活の
実
態
(
報
告
二 、
一
九五一
年)

地
域
社
会の
言
語
生
活
(
報
告
五 、
一
九五
三
年 。
報
告
五
二 、

四
年)共

通
語
化の
過
程
(
報
告二
七、
一
九
六
五
年)

言
語
使
用の
変
遷
(一)
(
報
告五
三 、
一
九七
四
年)

敬
語
と
敬
語
意
識
(
報
告一
一 、
一
九
五
七
年)

本
書
は 、
と
の
よ
う
な
調
査
研
究の
延
長
線
上に
位
置
を
占め
る
もの
で
あ

る 。
文
部
省の
補
助
金二
百
八
十
万
円の
交
付
を
受
け
た
(
分
析
編二
O
頁)

もの
で
あ
る
が 、
こ
れ
だ
けの
調
査
研
究
が
で
き
たζ
と
は 、
す
ば
ら
し
い
と

い
うべ
き
で
あ
ろ
う 。
調
査
結
果の
発
表
が
遅
く
な
っ
た
と
と
に
つ
い
て
は

「
調
査の
反
省」
の
項に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
担
当
者の
努
力
は
並
大

抵で
は
な
かっ
た乙
と
と
想
像
す
る 。

大
都
市の
言
語
生
活の
実
態
に
関
心
を
抱
く

者
に
と
っ

て 、
本
書の
出
現

は 、
大
変
有
難い
乙
と
で
あ
る 。
と
と
に
は 、
数
多
くの

調
査
結
果
が
述べ
ら

れ
て
お
り 、
個
人
の
力
で
は
極
め
て
困
難
なζ
と 、
あ
る
い
は
不
可
能
な乙
と

が
実
現
さ
れ
て
い
る 。
乙
の
領
域の
調
査
研
究に
当
る
場
合 、
本
警
は
重
要な

文
献の一
つ
と
し
て
見
逃
すと
と
の
で
き
な
い
もの
と
い
うべ
き
で
あ
ろ
う 。

本
書に
は 、
重
要
な
問
題
や
興
味の
あ
る
結
果
が
た
く
さ
ん
合
ま
れ
て
い
る

が 、
限
ら
れ
た
紙
数
で
は
と
て
も
十
分に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い 。
そと
で 、

そ
の
中
か
ら 、
い
くつ
か
の
問
題
を
選
ん
で
扱
う乙
と
に
す
る 。

九
七

本
書の
書
名
は
『
大
都
市の
言
語
生
活』
で
あ
る
が 、
乙
れ
は
言
う
ま
で
も

な
く
「
大
都
市に
お
け
る
言
語
生
活の
実
態
調
査」
の
報
告
書で
あ
る 。
課
題
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名
と
書
名
と
は 、
必
ず
し
も
同一
で
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が 、
「
実
態」

と
い
う
語
が
書
名に
入っ
て
い
な
い
の
は 、
単
に
書
名
が
長
く
な
る
の
を
避
け

る
た
め
で
あっ
た
の
か 、
別の
意
図
が
あっ
た
の
か
知
り
た
い
よ
う
に
思
う 。

分
析
編
の
四 、
五 、
六
の
三
つ
の
立
に
「
実
態」
と
い
う
語
が
用い
て
あ
る
乙

と
か
ら
察
す
る
と 、
特
別の
窓
図
は
な
かっ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が::: 。
何

故 、
書
名
に
乙
だ
わ
る
の
か
と
不
審に
思
わ
れ
る
向
き
も
あ
ろ
う
が 、
私
と
し

て
は 、
か
な
り
基
本
的
な
問
題
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る 。
先

ず 、
乙
の
調
査の
目
的
が
ど
の
よ
う
に
述べ
ら
れ
て
い
る
か
を
見
るζ
と
に
す

る 。

近
年 、
人
口
移
動の
活
発
化
に
よ
り
人
口
の
大
都
市へ
の
集
中
が
あ

り 、
大
都
市の
国
民
全
体
に
対
す
る
重
み
は
ま
す
ま
す
増
し
て
い
る 。
と

の
大
都
市
で
営
ま
れ
て
い
る
言
語
生
活の
実
態
を
調
査
し 、
乙
れ
か
らの

変
動
を
予
測
し 、
乙
れ
に
対
処
す
る
効
呆
的
な
言
語
教
育の
施
策
立
案
の

学
問
的
根
拠
を
得
るζ
と
を
目
的
と
す
る 。
併せ
て 、
東
西の
中心
都
市

で
ある
東
京・
大
阪
の
住
民の
言
語
状
況
を
比
較
し 、
そ
の 、
相
異
点
を

明
ら
か
に
す
る 。
(
資
料
編)

ζ
の
調
査
は 、
人
口・
経
済・
文
化
そ
の
他の
諸
側
面
で
全
国
に
対
す

る
ウェ
イ
ト

の
高い
大
都
市
住
民
の
言
語
生
活の
実
態
を
把
握
し 、
と
れ

を
通
じ
て
乙
れ
か
らの
日
本
語
の
変
化の
姿
を
推
測
す
る
と
と
を
主
目
的

と
し
て
い
る 。
ま
た 、
日
本
の
東
西の
中心
部
市で
あ
る
東
京・
大
阪
で

の
言
語
状
況
を
比
較
し 、
そ
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と 、
お
よ
び

大
都
市で
の
言
語
の
実
態
研
究の
方
法
論
の
確
立
な
ど
穏々
の
目
標
を
合

わ
せ
もつ
も
の
で
あ
る 。
(
年
報担)

分
析
編の
表
現
は 、
こ
れ
ら
と
も
少
し

異
る
が 、
年
報担
と
資
料
編
と
で 、

若
干の
ず
れ
が
見
受
け
ら
れ
る 。
私の
理
解で
は
分
析
編の
表
現
を
要
約
し
た

も
の
が
年
報
の
もの
に
近
い
よ
うに
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が 、
「
主
目
的」
と

い
う
表
現
が
分
析一編に
は
出て
い
な
い 。

こ
れ
だ
けの
規
模の
調
査
を
す
る
の
で
あ
れ
ば 、
い
ろ
い
ろ
な
事
項を
扱い

た
く
な
る
の
は
当
然の
こ
と
で
あ
る
が 、
「
主
目
的」
と
「
種々
の
目
標」
と

が 、
明
確
に
位
置づ
け
ら
れ
て
い
る
必
要が
あ
る
し 、
そ
の
乙
と
が
調
査の
企

画・
実
施・
報
告
を
通
じ
て
賞か
れ
るべ
き
で
あ
ろ
う 。

言
語
生
活の
実
態の
把
握
と
日
本
語
の
変
化の
姿
の
推
測
と
は 、
か
な
り
異

る
作
業で
あ
る 。
と
れ
ま
で 、
国
立
国
語
研
究
所
で
行っ
た
調
査
研
究の
中に

は 、
共
通
語
化の
要
因
や
過
程・
段
階
な
ど
を
扱っ
た
もの
は
い
くつ
か
あっ

た
が 、
「
共
通
語
あ
る
い
は
標
準
語
は
ど
う
変
わ
る
か
を
推
測」
(
分
析
編 、
一

頁)
す
る
よ
う
な
も
の
は 、
あ
ま
り
多
く
な
かっ
た 。
二
つ
以
上の
語
形
な
り

言
い
方
な
り
の
あ
る
場
合 、
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
か
の
意
見
を
求
め
る
よ
う
な

調
査
は
あっ
た
が 、
日
本
語
の
変
化の
要
因
や
過
程
に
関
す
る
大
規
模
な
調
査

研
究
は 、
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う 。

ゆ
れ
て
い
る
語
形
に
つ
い
て
調
査
し
て 、
例
え
ば一角
年
齢
庖
がA
の
形 、
若

年
齢
層
がB
の
形
を
用い
る
と
い
うζ
と
が
分
かっ
た
と
し
て
も 、
そ
れ
だ
け

で
変
化の
姿
を
推
測
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
る 。
乙
と
で
は 、
話
を
単
純
化
す

る
た
め
に 、
年
齢
層
と
い
う一
項
目
を
挙
げ
た
が 、
共
通
語
の
移
り
変
りに
影

響
を
与
え
る
力
が
ど
の
よ
う
な
もの
で
あ
る
か
は 、
ま
だ
明
ら
か
に
は
なっ
て

い
な
い
の
で
あ
る 。

そ
れ
だ
け
に 、
と
の
調
査
研
究
は
回
期
的
な
もの
を
目
指
し
て
い
る
と
も
受

け
取
れ
る
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
と
は
異
る
解
釈
も
可
能
で
あ
る 。
そ
れ
は
「・

実
態
を
調
査
し 、
:・

変
動
を
予
測
し 、
こ
れ
に
対
処
す
る:・」
の
部
分の
書
き

方
が
関
係
し
て
い
る 。
も
し
「・:
実
態
を
調
査
す
る 。
そ
れ
に
よっ
て
j

予
測

し 、
:

対
処
す
る:・」
の
よ
う
な
意
味
だ
と
す
れ
ば 、
乙
れ
は
年
報
と
は
別
の
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も
の
と
な
る 。
と
の
二
つ
の
解
釈の
違い
は 、
東
京・
大
阪
の
二
大
都
市
を
調

査
対
象
と
す
る
と
と
や
調
査の
企
画・
実
施に
も 、
大
き
な
影
響が
及
ぷ
の
で

あ
る 。

資料編』

次
に
も
う一
つ 、
大
都
市に
お
け
る
言
語
生
活の
実
態の
調
査
研
究の
問
題

で
あ
る
が 、
国
立
国
語
研
究
所の
創
設
後
間
も
な
い
頃
か
ら 、
そ
れ
は
研
究
課

題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施さ
れ

ず
に
い
た
の
は 、
種々
の
困
難
が
予
測さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が 、
中で
も
人
口

が
余
り
に
多
く 、

被
調
査
者
を
サン
プ
リン
グ
に
よ
っ

て
抽
出
す
る
と
し
て

も 、
精
度の
高い
結
果
を
得
る
た
め
に
は 、
サン
プ
ル
数
が
極
め
て
大
き
く
な

っ
て
し
まっ
て 、
限
ら
れ
た
人
数
と
期
間
と
費
用
で
は
処
理
で
き
な
い
と
い
う

点
が
重
要
な
理
由
で
あっ
た
と
思
うの
で
あ
る 。
もっ
と
も 、
新
聞
社
な
ど
で

実
施
す
る
世
論
調
査
で
は 、
日
本
全
国
か
ら
数
千
人
を
抽
出
し
て
結
果
を
出
し

て
い
る
の
は
周
知の
と
と
で
あ
る 。
そ
の
よ
う
な
乙
と
を
念
頭
に
置い
て 、
東

京
千
人 、
大
阪
五
百
人
と
い
うの
を
見
れ
ば 、
乙
れ
で
も
い
い
の
か
も
し
れ
な

い 。
二
段
階
無
作
為
抽
出
法を
採
用
し
て
い
る
が 、
言
語
生
活の
実
態
を
ど
の

程
度
ま
で
明
ら
か
に
で
き
る
の
か 、
そ
の
精
度
は
ど
の
よ
う
に
し
て
測
定
し 、

満
足
で
き
る
も
の
で
あっ
た
の
か
な
ど
知
り
た
い
乙
と
が
多い
の
で
あ
る
が 、

残
念
な
が
ら
詳
し
い
説
明
が
見
当
ら
な
い 。

大
都
市に
お
け
る
実
態
調
査の
困
難
は 、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い 。
被
調
査
者

の
捕
捉
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
よ
う
なと
と
も
あ
る
が 、
調
査
達
成
数
が
六
十

数パ
ー

セ
ン
ト

か
ら
七
十
数パ
ー

セ
ン
ト

に
及
ん
で
い
る 。
と
れ
は
担
当
者の

努
力
に
よっ
て 、
と
れ
だ
けの
数
に
なっ
た
の
で
あっ
て 、
理
想
的
と
は
言
え

な
い
ま
で
も 、
大い
に
評
価
すべ
き乙
と
で
あ
ろ
う 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、
乙
れ
ま
で
行
わ
れ
たと
と
の
な
い 、
大
き
な
困
難の
予

想
さ
れ
る 、
大
都
市
で
の
実
態
調
査
に
着
手
し
た
乙
と
は 、
そ
の
方
法
論
の
確

『大都市の言語生活分析編』『大都市の言語生活評〕〔書

立
に一
歩
を
踏
み
出
し
た
もの
と
し
て
注
目
すべ
き
で
あ
る 。

乙
乙
で
本
書の
書
名に
立
ち
返
る
が 、
「
実
態」
の
語
の
付
か
な
い
方
が
含

む
範
囲
が
広
く
な
り 、
ま
た 、
多
くの
目
標
を
扱
うの
に
適
し
た
もの
と
な
る

で
あ
ろ
う 。
本
書
の
編
集
幹
事
が
右
の
よ
う
に
考
え
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い

が 、
私
と
し
て
は 、
乙
の
書
名
が
適
切
で
あっ
た
と
思
う 。

四

本
警に
は 、
注
目
すべ
き乙
と
が
少
く
な
い
が 、
初
め
の
方に
「
社
会
言
語

学
的
調
査の
基
礎
に
な
る
理
念」
(
分
析
編一
八
頁)
が
述べ
て
あ
る 。
乙
の

部
分
は
野
元
菊
雄
氏の
執
筆
し
た
もの
で
あ
り 、
小
見
出
し
は
「
言
語
の
学
際

的
研
究
と
社
会
言
語
学」
「乙
と
ば
の
個
人
差」
「
個
人
差
と
ラ
ン
グ
の
問
題」

「
社
会
言
語
学に
つ
い
て」
「
調
査の
結
果に
つ
い
て」
の
よ
う
に
な
っ

て
い

る 。
そ
の
趣
旨
は 、
社
会
言
語
学
はパ
ロ
ー

ル
の
言
語
学
で
あ
り 、
ラ
ン
グ
の

言
語
学
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
価
値
が
あ
る 。
そ
の
中K
は
今
後の
研
究
を
要

す
る
もの
も
あ
る
が 、
で
き
る
範
囲
で
調
査
を
進
め
る
乙
と
が
必
要で
あ
る
と

い
う
よ
う
な乙
と
で
あ
る 。
そ
れ
に
は
私
も
同
感
で
あ
る
が 、
乙
の
叙
述
の
中

に
は
論
議
を
ひ
き
起乙
し
そ
う
な
点
が
含
ま
れ
て
い
る 。
た
と
え
ば
「一
体 、

乙
と
ば
の
個
人
差
と
いっ
た
と
き 、
大
体
同
じ
く
らい
の
年
齢
を
切
り
取っ
て

考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る」 0
(
分
析
編七
頁)
と
述べ
て
あ
る
が 、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
と
思
う 。
ま
た 、
あ
る
社
会
の
ラ
ン
グ
の
語
奨
に
関
し

て 、

「
あ
る
個
人
はそ
の
う
ちの
あ
る
もの
を
知
ら
な
い
乙
と
も
あ
り
得
る
と
し
て 、

理
想
と
し
て
はそ
れ
を
も
習
得
すべ
き
もの
と
考
え
るべ
き
で
あ
る」 。
(同
八

頁)
と
す
る
が 、
そ
う
考
え
るべ
き
で
あ
る
と
決っ
て
い
る
もの
で
も
な
い
と

恩
わ
れ
る 。
な
お 、
「
正
確
に
言
え
ば 、
女
性の
平
均
年
齢
は 、
男
性よ
り
五

歳
上
で
あ
る
か
ら 、
:・」

(同一
四
頁)
と
い
う
よ
う
に
書い
て
あ
る
が 、
と
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れ
は
「
平
均
寿
命」
の
と
と
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る 。
こ
と
で
言
葉
の
あ
ら
さ

が
し
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
が 、
説
明
不
足
と
い
う
か
言
葉
が
足
り
な
い
と
い

う
か 、
と
も
か
く
問
題
に
な
り
そ
う
な
部
分
が 、
い
ろい
ろ
あ
る
と
思
う 。
紙

数
を
十
分
に
とっ
て
述べ
で
あ
れ
ば 、
そ
う
い
う
類の
問
題
は
少
く
なっ
た
で

あ
ろ
う 。
と
は
い
う
も
の
の 、
ζ
うい
う
態
度
表
明
を
加
え
た
乙
と
は 、
大い

に
意
義
の
あ
る
乙
と
で
あ
る 。

分
析
編の
四 、
五 、
六
の
三
章
に
は 、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
い
る
「
ゆ
れ」

の
中
か
ら 、
主
要
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
調
査
し
た
結
果
が
多
く
を
占
め
て
い

る 。
東
京
と
大
阪
と
を 、
ほ
ぽ
同
時に
調
査
し
て 、
両
者
が
比
較
で
き
る
よ
う

に
なっ
て
い
る
乙
と
を
含
め
て 、
こ
う
い
う
問
題
に
新
し
い
情
報
が
加
わっ
た

乙
と
は 、
有
益
で
あっ
た 。
た
だ
し 、
例
え
ば
「
坂」
を
サ
カ
(ガ)
と
い
う

か
サ
カ
(ガ)
と
い
う
か
と
い
う
問
題
は 、
東
京の
ア
クセ
ン
ト

の
ゆ
れ
で
重

要
な
項
目
で
あ
る
が 、
今
回
の
分
析
で
は
特
徴
が
明
ら
か
に
なっ
て
い
な
い 。

東
京の
中で
の
地
域
な
ど
も
あ
わ
せ
て
調べ
れ
ば
よ
い
結
果
が
出
る
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
(
分
析
編一
九一
頁)
が 、
ど
う
し
て
山の
手と
下
町
と
に
分
け

て
集
計
を
し
な
かっ
た
の
か 、
疑
問に
恩
う 。
そ
れ
な
し
で
は 、
限
ら
れ
た-調

査
語
の
中に
「
坂」
を
含
め
た
意
味
は
少
く
なっ
て
し
ま
うの
で
あ
る 。

「
言
語
生
活
調
査」
(留
置
調
査)
の
調
査
票一
の
十
六
番に
「
あ
な
た
は 、
小

学
生
の
乙
ろ 、
御
両
親
を
ど
う
呼
ん
で
い
ま
し
た
か
よ
と
い
う
項
目
が
あ
る 。

と
の
問
題
も
興
味の
あ
る
も
の
で
あ
る
が 、
分
析
編
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い 。

資
料
編の一
三
七 、
=ニ
八
頁に
集
計
表
が
出
て
い
て 、
大い
に
参
考
に
な
る

が 、
無
回
答
と
そ
の
他
(語
形
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の)
と
の
合
計
は 、
東

京・
大
阪
と
も
に一
O
%
を
超
え
て
い
る 。
な
ぜ
分
析
編
で
取
り
上
げ
な
かっ

た
の
か
は
知
ら
な
い
が 、
「そ
の
他」
の
内
容
が
知
ら
れ
れ
ば 、
い
っ
そ
う
有

難
かっ
た 。
もっ
と
も 、
ζ
の
質
問の
し
か
た
は 、
や
や
あ
い
ま
い
な
点
が
あ

る 。
直
接
に
呼
び
か
け
る
時と
他
者に
対
し
て
父・
母の
こ
と
を
い
う
時 、
さ

ら
に 、
小
学
生の
低
学
年
と
高
学
年
と
い
う
よ
う
に 、
細
か
く

分
け
ら
れ
れ

ば 、
さ
ら
に
良
質の
結
果
が
出
た
か
も
し
れ
な
い 。
乙
うい
う
調
査
で
は 、
と

の
例
だ
け
で
な
く 、

質
問の
し
か
た
が
大
変
難
か
し
い
反
面 、
調
査
項
目
や
紙

面の
関
係
で 、
い
ろい
ろ
な
制
約
が
あ
る
の
で 、
右の
よ
う
な乙
と
は
無
理
な

注
文で
あ
ろ
う
か 。

一
日
の
言
語
生
活の
中で
「
電
話
で
ど
の
く
らい
話
す
か」
を
調
査
し
て
い

る 。
「ど
うい
う
もの
か 、
東
京
で
も
大
阪
で
も 、
申し
合
わ
せ
た
よ
う
に 、

受
け
た
と
い
う
人
が 、
か
け
た
と
い
う
人
よ
り一
割
強
多い」 。
(
分
析
編一
五

八
頁)
と
し
て
い
る
が
取
り
次
ぎ
の
よ
う
な
乙
と
は
ど
う
見る
の
で
あ
ろ
う

か 。
な
お 、
「か
け
た」
「
受
け
た」
だ
け
で
な
く
お
お
よ
そ
の
回
数
で
も
分
か

る
と 、
さ
ら
に
興
味
深い
と
思
う 。

ア
クセ
ン
ト

の
実
態
に
つ
い
て 、
東
京
で
は
四
十
点
中三
十
六
点
以
上
を
東

京
型
(
同一
七
八
頁)
と
し 、
大
阪
で
は二
十
八
点
以
上
を
許
容
範
囲
(
同二

一
七
頁)
と
し
て
い
る 。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
数
値に
し
た
か
は
分
か
ら
な
い

が 、
東
京
と
大
阪
と
で
扱い
方に
差
異
が
あ
る
の
は
奇
妙
な
感
じ
が
す
る 。
つ

い
で
な
が
ら 、
「
無
声
拍
と
ア
クセ
ン
ト

の
問
題」
(
同一
二
ニ
頁
以
下)
で

は 、
従
来
の
常
識
を
改
め
る
必
要の
あ
ると
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。
担

当の
杉
藤
美
代
子
氏
は
『
言
語
研
究』
七
十
九
号に
も
関
連
論
文を
発
表
し
て

い
る
(た
だ
し 、
本
書二
二
四
頁の
参
考
文
献
と
は
題
名
が
巽っ
て
い
る) 。

言
語
窓
識
に
関
する
部
分で 、
N
H
K
の
調
査
結
果
を
参
照
し
引
用
し
て
い

る
も
の
に 、
ど
う
も
数
字
の
誤
ら
し
い
もの
が二 、
三
あ
る 。
明
白に
誤で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
の
は
「
表3
固」
(
向一
一一ニ
頁)
の
全
体
の
%
の
部
分

で 、
四
三・
ニ
と
あ
る
の
は
四二・
六
が
正
し
い 。
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五

資料編』

と
の
調
査
研
究
は 、
住
民
が
混
質
的
で
あ
る
大
都
市
で
の
調
査
で
あ
り 、
い

わ
ゆ
る
方
言
研
究
と
は
異
質の
も
の
で
あ
る 。
し
か
も 、
言
語
の
構
造
面
(
言

語
要
素)
だ
け
で
な
く 、
ど
の
よ
う
な
条
件の
も
と
で
ど
う
使
わ
れ
る
か
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で 、
特
異
な
も
の
と
い
うべ
き
で
あ
ろ
う 。
本

書の
終
り
に
「
調
査の
反
省」
が
述べ
ら
れ
て
お
り 、
不
十
分
で
あっ
た
点
も

見
ら
れ
な
い
で
は
な
い 。
し
か
し 、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て 、
わ
れ
わ
れ
は 、
乙

の
報
告
書二
冊
か
ら 、
多
く
の
もの
を
汲
み
取
る
乙
と
が
で
き
る 。
本
書の
執

筆
者
は
も
ち
ろ
ん 、
調
査
研
究に
関
係
し
た
諸
氏の
労
に
敬
意
を
表
し
て
筆
を

お
く 。(

昭
和五
十
六
年
三
月二
十五
日
発
行
三
省
堂
刊
『
分
析
編』
はA
5
判

三
六
八
頁
七
八
O
O
円
『
資
料
編』
は
A
4
判
横
長
二
六
四
頁
一
二

0
0
0
円)
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